

























































































































































































文化貢献 財政負担 権利認め 取締強化
める しない しない 増す ない する
日本 3.4(1.03) 2.54(0.84) 2.74(0.98) 2.9 (0.91) 3.09 (1) 2.5 (1.04) 4.07(0.92) 
アメリ










板に書きこみをする」や「ブログにコメントを書きこむ」において、日本とアメリカともに、 まったくない」に回答が偏っており、分布においても日本とアメリカで一致しているわけではない。ゆえに、変数としてはやや問題があるが、以下の分析ではそれらを用いることとする。相関分析の結果で注目すべきは、統計的に有意な項目において、相関係数の符号が日本とアメリカで逆である点であろう。たとえば 日本において、「掲示板に書きこむ」頻度が多いほど、排外性の諸項目であ 「犯罪率高める」「経済貢献しない」「職奪う」「財政負担増す」 権利認めな




























































める しない しない 増す ない







































ほぼ毎日 週 1-3 回 月 1-3 回 それ以下 まったくない
ネット上でニ 日本 74.6 17.9 2.7 2.6 2.2 
斗ースを読
アメリカ 45.9 30 11.6 5.8 6.7 
む
ブログを読 日本 38.7 29.6 10.1 11.2 10.4 
む アメリカ 11.3 21.5 17.1 14.9 35.2 
ブログにコメ 日本 5.2 13.2 13.6 21.3 46.7 
ントを書きこ
アメリカ 5.9 13.8 13.3 14.9 52 
む
掲示板を読 日本 20.6 24 14.1 14.6 26.7 
む アメリカ 12.4 18.3 18 15.2 36.2 
掲示板に書 日本 3.3 自 11.8 23.1 52.8 








































































表 6 排外性の重回帰分析結果 1(数値は標準備回帰係数 ß)
犯罪率高める 職奪う 財政負担増す 取締強化する
日本 アメリカ 日本 アメリカ 日本 アメリカ 日本 アメリカ
性別ダミー 03 08' 01 ー。04 -.02 -.05 笹山 03 。。
学歴ダミー -.03 -.05 -.01 -.11 刷 問。8' 目。07 01 。。
職ダミー .06 。。 03 01 08*'" .04 。02 03 
世帯収入 02 06 10** -.07' -.04 。。 .05 .00 
T レピ視聴時間 01 07 02 04 03 05 01 01 
新聞講読時間 -.05 03 02 02 -.02 -.02 -.02 .02 
ネット手1)用時間 -.07 .01 ー.03 01 .01 ー.05 03 -.03 
ニュースを読む 。。 ー.06 .05 06 .06 目。02 09" 03 
ブログを書く ー。02 ー。06 -.01 03 .05 ー.07 -.11" -.07 
掲示板を書く 13"'* 08 .13* -.02 18" .01 09' .00 
調整済みの R' 01' 01' 02柿 02** 04制 01 01' 。。
(* p く。01 ，本 pく .05. ) 
において、
表 7 排外性の霊園帰分析結果 2(数値は標準偏回帰係数 ß)
経済貢献しない 文化貢献しない 権利認めない
日本 アメリカ 日本 アメリカ 日本 アメリカ
性別ダミー -.06 ー 11~ 04 -.07' 04 10** 
学歴ダミー -.05 ー 11" -.06 ー 11" 03 -.07' 
職ダミー 。04 ー.02 08・ 03 01 。。
世帯収入 01 .02 ー.02 ー.03 02 。。
T レピ視聴時間 .00 。02 .01 .03 -.01 05 
新聞講読時間 05 03 -.07' 03 .06 .02 
ネット利用時間 -.03 01 -.03 -.03 。。 .05 
ニュースを読む -.01 -.04 06 。。 02 05 
ブログを書く 01 ー 10' -.02 ー 11 ‘ -.05 05 
掲示板を書〈 09' 目。05 。01 ー.03 09・ -.07 
調整済みの R' 。01 05" 。01 03" 。。 02宇*








める」「職奪う」「財政負担増す」「取締強化する と、「経済貢献しない」「文化貢献しない」「権利認めない について それぞれ情緒や感情とい
う側面と理知という側面から区別しているが、その区別を用いつつ、この結果を次のように解釈してみたい。まず、日本とアメリカでは、排外性とネットとの関連の仕方、か異なる。




































表 8 r2 ちゃんねる」への書き込みを投入した排外性の重回帰分析(数値は標準偏回帰係数 ß)
犯罪率両 経済貢献
職奪う
文化貢献 財政負担 権利認め 取締強化
める しない しない 増す ない する
性別ダミー 04 -.06 。。 03 -.02 03 ー.03
学歴ダミー ー.03 -.05 -.01 ー.06 -.07‘ .03 .01 
職ダミー 05 .04 .03 08・ .08' 01 .02 
世帯収入 ー.01 01 09紳 > 01 -.04 03 06 
T レビ視聴時
.02 。。 03 01 03 .00 02 
間
新聞講読時間 05 -.05 01 -.07' -.02 -.06 -.03 
ネット利用時
-.07 で.03 向。04 .03 01 01 03 
聞
ニュースを読
。。 ー。01 .05 06 07' 02 .09ホ牢
む
ブログを書く 03 04 02 -.02 01 -.04 -.08' 
掲示板r2 ちゃ
んねる」に書き 10' 09' 18紳 .03 13紳 16榊 06 
こむ
調整済みの R' 01 。01 04糾 。01 04" 02・ 01' 










事を奪うこ への懸念を高めることであり、 移民に自分たちと同じ権利 付与することへの反感を高めることではな かと解釈できるだろヲつ。七
最後日仏
以上、本稿では、排外性とネット利用とのかかわりにおける文化差を














































































Cultural Difference in the Relationship between 
Internet Usage and Exclusive Nationalism: 
An Analysis of Comparative Surveys of Japan and the US 
FUJITA Tomohiro 
This paper aims to examine whether or not there is the cultural. difference in the relationship between 
specific types of internet usage and exclusive nationalism. I analyzed web-based comparative surveys conducted 
in Japan and the US in 2008 that contained questions relating to exclusive nationalism and attitudes towards 
immigrants. 
The results showed that the correlation in the US between the internet and exclusive nationalism was 
different from that in Japan. In the US posting comments on blogs was associated with lower scores on some 
aspects of exclusiveness, on the other hand in Japan posting to bulletin boards was associated with heightened 
exclusiveness in general. These relationships were also confirmed when controlling for other variables such 
as gender, education, job, household income, TV watching, and reading newspapers. These findings suggest 
that there is a cultural dimension in the relationship between the internet usage in this context and exclusive 
nationalism. 
Keywords : internet, exclusive nationalism, cultural difference 
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